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14)超 音波チップを用いた逆根管充填窩洞形成

に要する時間に関する研究

－各種 シ-ラ ーにおける比較－

〇梅里 朋大,東 田 大輔,鈴 木 秀太,高 橋 範之

土橋 信介,平 山 圭史,六 角 玲奈,田 辺 理彦

佐藤 穏子,森 下 浩江,今 井 啓全,佐 々木重夫

木村 裕一

(奥羽大.歯 ・歯科保存)

【目 的】難治性の根尖性歯周炎などでは,歯 根

尖切除術 を行 うこともある。近年,歯 根尖切除術

後の逆根管充填窩洞形成は,マ イクロスコープ下

で超音波チ ップを用いるのが主流になりつつある。

適切な根管充填材(剤)の 除去がその後の逆根管

充填の封鎖性 を左右す る要因 ともな り得 るが,

シーラーによっては除去困難で,時 間を費やすも

の もある。そこで今回は,5種 類のシーラーを用

いて根管充填を行った後,超 音波装置を用いて逆

根管充填窩洞形成 を行い,根 管充填材(剤)の 適

切な除去 に費やされる時間を計測 し,比 較検討 し

た。

【材料および方法】 ヒ ト抜去歯(100歯)を 清掃

後CEJで 歯 冠部 を切 断 し,Kフ ァイル(#45)

でアピカルシー トを形成 した。その後ガッタパー

チ ャポイン トと各種シーラー(キ ャナルシーラー,

ロエコシール,ア パ タイ トシーラー,AHPlus,

スーパ ーボン ドシーラー)を 用いて20歯 ずつ側

方加圧法による根管充填 を行い,試 料の根尖部か

ら3mmの 位置で歯軸に対 して垂直的に切断 し試

料 を作製 した。超 音波 チ ップ (バ リオ ス750,

E32D)を 用いて試料の切 断部位か ら3mmの 深

さに逆根管充填窩洞形成 した時の根管充填材(剤)

の除去にかか る時間 を計測 した。統計処理 には

Mann-WhitneyU-Test,kruskalWallms検 定を

用い,危 険率5%で 判定 した。

【結 果】除去に要する時間が最長のものは,ス ー

パーボンドシーラー(平 均247.40秒)で あり,次

いでAHPlus(平 均195.15秒)で あった。また,

最短のものRキ ャナル シーラー(平 均104.75秒)

であった。すべてのシーラー間の平均値において,

アパ タイ トシーラーとロエコシールとの問には有

意差 は認められなかった。その他のシーラー間で

はすべての間で有意差が認められた。
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【考察および結論】今回の研究では,ス ーパ ーボ

ン ドシーラー,AHPlusが 他の シー ラーと比較

して除去に時間を要 した結果 となった。その理由

として,と もにレジン系のシーラーであり,そ の

性質に高い歯質接着性 を有することがあげられる。

根管象牙質に対する接着力が大きいほど,根 管内

の封鎖性が良好となる。その結果,根 管内への微

少漏洩の防止につながるため,予 後をより良好に

すると考えられる。 しかし,再 根管治療や歯根尖

切除術 における逆根管充填窩洞形成など根管充填

材(剤)の 除去が必要な症例では,そ の高い接着

性が除去をより困難にする場合があると考 えられ

る。 シーラーの残存状態 を実体顕微鏡で確認 した

ところ,全 ての試料で少量の残存が認められ,後

の封鎖性に影響を与えると考えられた。また,今

回の研究は抜去歯を用いたため操作は容易に行え

たが,臨 床において術野は制限 されることから時

間を含めた除去効率 はよ り低 くなると考えられ,

シーラーの選択が一連の操作 を遅 らせる要因の一

つであることを再認識 させ られる結果 となった。

結論 としては,根 管充填の際に使用するシーラー

の種類によって,逆 根管充填窩洞形成 による根管

充填材の除去 に要す る時間は異 なり,ま たシー

ラーが完全 に除去できない可能性があることが示

唆 された。
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